湯の丸高原ビジターセンター (自然解説文③植生)
4月下旬から10月上旬まで、湯の丸高原（ゆのまるこうげん）では1,100種を超える植物が花を咲かせる。周囲を囲まれた湿原と風が吹きつける斜面によって、高山種と亜高山種が混在する独特の状態が保たれており、その中には、このような標高の低い場所ではめったに見ることのできない植物も数多く存在する。
6月、池の平湿原（いけのたいらしつげん）などの湿地帯には色とりどりのさまざまな花があちこちに咲く。その1つがイワカガミ（岩鏡）だ。イワカガミという名は、岩場を生息地とし、葉が丸くて艶があることから付けられた。その鮮やかなピンク色の花が咲いて間もなくすると、シベリアンアイリスやノハナショウブなど濃い紫色のアヤメの群生がその花畑に加わる。また、このエリアは国内最大級のレンゲツツジの群落に恵まれた場所でもあり、6月には湯ノ丸山（ゆのまるやま）東側の野原が60万株の朱色の花でいっぱいになる。月末頃には、三方ヶ峰（さんぼうがみね）の南側斜面沿いに、特に希少で繊細な高山種であるコマクサがつり鐘の形をしたピンク色の花を咲かせる。
7月には、後ろに反り返ったオレンジの花をつけるクルマユリ（車百合）など、数種類のユリ科の植物が開花する。クルマユリという名前は、茎から葉が車輪のスポークのように外に向かって生える形に由来している。また7月は、エーデルワイスの同属であるウスユキソウ（薄雪草）の天使のような花が咲く時期でもある。
8月には、スマートな塔状のテガタチドリが、全方向に向かって小さなピンク色の手のひら形の花を咲かせる。また9月になって気候が涼しくなってからも、高原の斜面は、錨の形をした薄黄色の花にちなんで名前が付けられたハナイカリ（花錨）など、遅咲きの花々で彩られる。

